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(57)【要約】
【課題】廃自動車シュレッダーダストをセメント焼成用燃料へ効果的に使用でき、かつセ
メント品質、セメント製造工程等への悪影響を防止し得るセメント焼成用燃料化方法を提
供すること。
【解決手段】５ｍｍ篩下質量比が３０％以下の廃自動車シュレッダーダストを、セメント
焼成工程に導入することを特徴とする廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料
化方法であり、特に、前記廃自動車シュレッダーダストが、総発熱量４，５００ｋｃａｌ
／ｋｇ以上、塩素含有量３．０質量％以下であることが好ましい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
５ｍｍ篩下質量比が３０％以下の廃自動車シュレッダーダストを、セメント焼成工程に導
入することを特徴とする廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
【請求項２】
前記廃自動車シュレッダーダストが、総発熱量４，５００ｋｃａｌ／ｋｇ以上、塩素含有
量３．０質量％以下であることを特徴とする請求項１に記載の廃自動車シュレッダーダス
トのセメント焼成用燃料化方法。
【請求項３】
前記セメント焼成工程のロータリーキルンの窯尻からボトムサイクロン に至るまでのキ
ルン排ガス流路より燃焼ガスの一部を抽気することを特徴とする請求項１又は請求項２に
記載の廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
【請求項４】
前記廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成工程への導入位置が、ロータリーキルン
の窯尻部分であることを特徴とする請求項１乃至請求項３に記載の廃自動車シュレッダー
ダストのセメント焼成用燃料化方法。
【請求項５】
前記セメント焼成工程へ導入する前の貯留設備からの廃自動車シュレッダーダストの抽出
を、解砕機能を有する抽出機により行なうことを特徴とする請求項１乃至請求項４に記載
の廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
【請求項６】
前記廃自動車シュレッダーダストを、セメント生産量１トン当り１．５ｋｇ以上の投入量
でセメント焼成工程に導入することを特徴とする請求項１乃至請求項５に記載の廃自動車
シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法に関し、特に廃自動
車シュレッダーダストをセメント焼成工程に導入しながら、セメント製造工程及び製品セ
メントの品質に悪影響を及ぼさない廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
廃棄された廃自動車から、他の車の補修等に利用可能な部品や廃棄する上で問題を生じ得
る部品を取り外した上で該廃自動車を破砕し、さらに金属等の有価物を分別手段により回
収した後の破砕残渣を、廃自動車シュレッダーダスト（ＡＳＲ：Automobile Shredder Re
sidue）と称している。
【０００３】
この廃自動車シュレッダーダストは、主にプラスチック、ゴム、スポンジ等の可燃物やガ
ラス等の無機物を主体とするものであるが、微量の重金属や有機溶剤等の有害物を含有す
るため、埋め立て処分する場合には管理型処分場を用いる必要がある。近年、処分場の逼
迫と共にその処分コストが高騰する傾向があり、廃自動車シュレッダーダスト中の可燃物
の有する発熱量等を有効利用できるリサイクル方法が求められていた。
【０００４】
このような観点から、特許文献１には、廃棄車輌のシュレッダーダストをセメントクリン
カー原料として使用し、該原料からセメントを製造する方法が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平９－８６９７７号公報
【０００６】
しかしながら、廃自動車シュレッダーダストには多様な成分が存在しており、その中には
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セメントに含有されることが好ましくない成分もある。したがって、実際には廃自動車シ
ュレッダーダストのセメント原燃料への使用は全く行なわれてこなかったのが実状である
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
ところが、近年の資源価格の上昇等の理由により、分別処理が徹底されるようになり、前
記のセメントに含有されることが好ましくない成分の代表である塩素・金属類等が低減さ
れる傾向にあり、廃自動車シュレッダーダストをセメント原燃料へ使用できる可能性が生
じている。特に、セメント焼成用燃料である石炭等の化石燃料の価格の高騰のため、廃自
動車シュレッダーダストの化石燃料に替わる代替燃料としての使用に期待が持たれている
という状況がある。そこで、本発明者らは、現状の廃自動車シュレッダーダストについて
、どのような条件を満たせば、それを今まで全く用いられてこなかったセメント原燃料へ
使用できるか、特に高温のプロセスであるがゆえに一定の発熱量の確保が求められるセメ
ント焼成用燃料へ効果的に使用でき、かつセメント品質、セメント製造工程等への悪影響
を防止し得るかということを追求した結果、本願で提案する廃自動車シュレッダーダスト
のセメント焼成用燃料化方法を見出すに至った。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明者らは、上記の課題を鋭意追求した結果、廃自動車シュレッダーダストは微粒分に
ガラス破砕物等の無機物が多く存在し、発熱量が低いこと、アルカリ等の成分も多いこと
を発見し、この微粒分を一定レベル以下に管理することにより、廃自動車シュレッダーダ
ストを好適にセメント焼成用燃料として用い得ることを見出し、本発明を完成した。
【０００９】
すなわち、本発明は、次の〔１〕～〔６〕のものである。
　〔１〕５ｍｍ篩下質量比が３０％以下の廃自動車シュレッダーダストを、セメント焼成
工程に導入することを特徴とする廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方
法。
〔２〕前記廃自動車シュレッダーダストが、総発熱量４，５００ｋｃａｌ／ｋｇ以上、塩
素含有量３．０質量％以下であることを特徴とする〔１〕に記載の廃自動車シュレッダー
ダストのセメント焼成用燃料化方法。
〔３〕前記セメント焼成工程のロータリーキルンの窯尻からボトムサイクロン に至るま
でのキルン排ガス流路より燃焼ガスの一部を抽気することを特徴とする〔１〕又は〔２〕
に記載の廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
〔４〕前記廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成工程への導入位置が、ロータリー
キルンの窯尻部分であることを特徴とする〔１〕乃至〔３〕に記載の廃自動車シュレッダ
ーダストのセメント焼成用燃料化方法。
〔５〕前記セメント焼成工程へ導入する前の貯留設備からの廃自動車シュレッダーダスト
の抽出を、解砕機能を有する抽出機により行なうことを特徴とする〔１〕乃至〔４〕に記
載の廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
〔６〕前記廃自動車シュレッダーダストを、セメント生産量１トン当り１．５ｋｇ以上の
投入量でセメント焼成工程に導入することを特徴とする〔１〕乃至〔５〕に記載の廃自動
車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法。
【発明の効果】
【００１０】
以上の本発明に係る廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法によれば、
廃自動車シュレッダーダストをセメント焼成用の化石燃料の代替燃料として有効に用い得
ると共に、セメント品質、セメント製造工程等への悪影響を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
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以下に、本発明に係る廃自動車シュレッダーダスト（以下、廃自動車シュレッダーダスト
をＡＳＲと略称する場合もある。）のセメント焼成用燃料化方法の実施の形態について説
明する。
【００１２】
本発明に関連して言うＡＳＲとは、廃棄された廃自動車から、他の車の補修等に利用可能
な部品や廃棄する上で問題を生じ得る部品を取り外した上で該廃自動車の車体を破砕機を
用いて最大径１００ｍｍ程度まで破砕し、さらに磁力選別、風力選別、手選別等の分別手
段により金属等の有価物を回収した後に残る破砕残渣のことを言う。
【００１３】
このＡＳＲは、成分としては主にプラスチック類、ゴム類、スポンジ（ウレタン）類等の
可燃性の有機物や、ガラス類、回収されなかった金属類等の無機物を主体とするものであ
り、微視的に見ると、繊維状、砕片状、微粒状等の種々の形態の物質の混在物であるが、
セメント焼成用燃料としての用途の様に、１時間当たり数百ｋｇを使用するような巨視的
な観点から見ると、大略均一な混合物とみなし得るものである。また、前述の通りＡＳＲ
は可燃物を多く含有するため、５，０００ｋｃａｌ／ｋｇ前後の総発熱量を有し、セメン
ト焼成用燃料等の代替燃料として、好適に用い得るものである。
【００１４】
本発明のセメント焼成用燃料化方法においては、５ｍｍ篩下質量比が３０％以下の廃自動
車シュレッダーダストを、セメント焼成工程に導入する。ここで、５ｍｍ篩下質量比は、
乾燥物基準であり、以下の手法により求める。まずＡＳＲのサンプルを１０５℃で乾燥し
、水分量を求める。続いて、１９ｍｍ篩を用いて篩分する。１９ｍｍ篩の篩上は、大径又
は長尺のプラスチック、ゴム、スポンジ（ウレタン）、金属である。次に、１９ｍｍ篩下
の細粒分を５ｍｍ篩を用いて篩分する。そして、乾燥後の全体の質量に対する１９ｍｍ篩
上、５～１９ｍｍ（以下５ｍｍ篩上と称する）、５ｍｍ篩下のそれぞれの粒群の質量比を
求める。
【００１５】
５ｍｍ篩下の微粒分には、ガラス破砕物等が多く存在し、成分としてＳｉＯ２やＮａ２Ｏ
が多いため、発熱量が低い。したがって、５ｍｍ篩下の微粒分が多いＡＳＲは代替燃料と
して好ましくない。
【００１６】
また、Ｎａ２Ｏのようなアルカリ分が多くなると、それがセメント成分として取り込まれ
た時、セメント使用時にアルカリ骨材反応を引き起こすこととなったり、水和初期の反応
に影響を与えたりして、好ましくないことが多い。さらに、５ｍｍ篩下の微粒分には無機
物が多く、嵩比重が大きいが、一方、５ｍｍ篩上及び１９ｍｍ篩上の粗粒分は比重の小さ
い有機物が多く、またその形状からしても嵩比重が小さくなる。よって、微粒分の多いＡ
ＳＲは、輸送工程、貯留工程等を経る間に、微粒分、粗粒分の偏析による成分変動が大き
くなる傾向がある。これらの点でも、微粒分の多いＡＳＲの使用は好ましくない。
【００１７】
以上のような理由から、本発明のセメント焼成用燃料化方法においては、５ｍｍ篩下質量
比が３０％以下のＡＳＲを代替燃料としてセメント焼成工程に導入する。５ｍｍ篩下質量
比の値は、廃自動車を破砕、分別する処理施設により凡その値が決まってしまうので、該
値が３０％以下である処理施設を選定してＡＳＲを導入することができる。また、５ｍｍ
篩下質量比が３０％を超えるＡＳＲを、さらに篩分等により５ｍｍ篩下質量比３０％以下
として用いることもできる。
【００１８】
セメント焼成用の代替燃料としては、ＡＳＲの総発熱量４，５００ｋｃａｌ／ｋｇ以上で
あることが好ましい。これを下回ると、ＡＳＲ使用に伴う諸コスト等を考慮すると、代替
燃料として用いるメリットが小さくなる。
【００１９】
ＡＳＲ中の塩素含有量は３．０質量％以下であることが好ましい。セメント製造工程中に
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コーティングが増加し閉塞等のトラブルが生じる可能性等が考えられる。特に、製品セメ
ント中の塩素濃度は３５０ｐｐｍ以下と規格が定められており、これを余裕を持ってクリ
アするためには、他の原燃料中の塩素量等を勘案すると代替燃料として用いるＡＳＲ中の
塩素含有量は上記数値以下であることが望まれる。
【００２０】
ＡＳＲを代替燃料として使用するセメント焼成工程は、ロータリーキルンの窯尻からボト
ムサイクロン に至るまでのキルン排ガス流路より燃焼ガスの一部を抽気する、所謂塩素
バイパスシステムを備えることが好ましい。該システムを備えることにより、ロータリー
キルンとプレヒーターの間で循環する塩素量を低減することができ、前記のコーティング
が増加し閉塞等のトラブルが生じることを防止することができる。該システムによる抽気
率は、２％以上であることが好ましく、前記の循環する塩素量を把握して決定することが
望ましい。
【００２１】
ＡＳＲのセメント焼成工程への導入位置は、仮焼炉、ロータリーキルンの窯尻部分、ロー
タリーキルンの窯前等があり得るが、ＡＳＲは最大径１００ｍｍ程度と比較的大きな破砕
片を含むためバーナーでの燃焼は困難であることを考えると、ロータリーキルンの窯尻部
分への導入が好ましい。
【００２２】
ＡＳＲは前述のとおり、比較的大きな破砕片を含み、繊維状のものも多いため、絡まりあ
う性質があり、セメント焼成工程へ導入する前の貯留設備から抽出する際、団塊のまま排
出されてしまい、スムーズに排出されない傾向がある。そこで、該貯留設備からの抽出を
、解砕機能を有する抽出機によりほぐしながら行なうことが好ましい。具体的には、レー
キフィーダー等を用いて好適に抽出を行なうことができる。
【００２３】
ＡＳＲは前述のとおり絡まりあう性質があるため、微量での抽出が困難であること、ＡＳ
Ｒ使用に伴う諸コスト等を勘案しても代替燃料としてのメリットが出るようにすべきこと
を考慮すると、セメント生産量１トン当り１．５ｋｇ以上の投入量でセメント焼成工程に
導入することが好ましい。
【００２４】
以上、本発明に係る廃自動車シュレッダーダストのセメント焼成用燃料化方法の実施の形
態を説明したが、本発明はこれらの記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記
載した技術思想の範囲内及びその均等の範囲内において、種々の変更等が可能であること
はいうまでもない。
【実施例】
【００２５】
１．ＡＳＲ性状の測定
Ａ、Ｂ、Ｃ　３箇所の廃自動車処理施設より発生した３種のＡＳＲサンプルについて、前
述の方法で乾燥し、総発熱量を測定（JIS
Z 7302-2に準拠）した。さらに篩分けを行い、１９ｍｍ篩上、５ｍｍ篩上、５ｍｍ篩下の
それぞれの粒群の質量比を求めた。また、５ｍｍ篩上、５ｍｍ篩下の各粒群については、
ＳｉＯ２及びＮａ２Ｏの含有量を分析（蛍光Ｘ線分析）して求めた。なお、ここでは、実
際の１９ｍｍ篩の篩上の物質から手選別でプラスチック、ゴム、スポンジ、金属を拾い出
したものを合わせて１９ｍｍ篩上の粒群とみなし、実際の１９ｍｍ篩の篩上の物質の残部
は１９ｍｍ篩下の物質と合わせて、５ｍｍ篩による篩分を行なっている。
得られた測定値を表１に示す。
【００２６】
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【表１】

【００２７】
表１より、５ｍｍ篩下質量比が低く、３０％以下であるサンプルＡ及びＢは、総発熱量が
４，５００ｋｃａｌ／ｋｇ以上と高く、セメント焼成用代替燃料として好ましい性状であ
ることがわかる。また、各サンプルとも、５ｍｍ篩下のＳｉＯ２及びＮａ２Ｏの含有量が
高く、この粒群がセメント焼成用代替燃料として好ましくない成分であることがわかる。
【００２８】
２．セメント焼成工程での代替燃料としての使用
時産１７０トンのＮＳＰ付ロータリーキルンを有するセメント焼成工程のロータリーキル
ンの窯尻部分から、表１のＡに相当するＡＳＲを、３５０ｋｇ／ｈ（セメント生産量１ト
ン当り２．１ｋｇ）で投入した。このＡＳＲの塩素含有量は２．２質量％であり、該セメ
ント焼成工程に設置された塩素バイパスシステムで、抽気率２．０％で抽気を行なった。
運転結果は、以下のとおりであった。
・ＡＳＲがセメント焼成用代替燃料として効果的に作用し、セメント焼成工程で使用する
石炭を０．２５ｔ／ｈ減じることができた。
・製造されたセメント中の塩素濃度は、塩素濃度の規格値３５０ｐｐｍまでは余裕があり
、品質上も全く問題が無かった。
・プレヒーターへのコーティングの付着状況を観察したが、影響はみとめられなかった。
また、その他のセメント焼成工程の運転状況にも悪影響はみられなかった。
・ＡＳＲの輸送工程、貯留工程において、問題になる程度の微粒分、粗粒分の偏析による
成分変動はみとめられなかった。
・ＡＳＲ投入ホッパーからの抽出部にレーキフィーダーを設置した。その結果、からみあ
い団塊を形成するＡＳＲを、レーキフィーダーでほぐしながら抽出するので、スムーズに
抽出することができた。
【００２９】
３．まとめ
　上記の実施例の結果にみられるように、５ｍｍ篩下質量比が３０％以下の廃自動車シュ
レッダーダストは、セメント焼成用の化石燃料の代替燃料として有効に用い得ると共に、
セメント品質、セメント製造工程等への悪影響を防止することができる。
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